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平成 28 年 11 月 24 日 

各  位 

会 社 名 ゲンキー株式会社 

代表者名 代表取締役社長   藤永 賢一 

（コード番号 2772 東証第一部） 

問合せ先 執行役員管理本部長 上田 匡英 

電話番号 0776－67－5240 

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成28年７月22日に公表した業績予想及び配当予想を下記の通り修正いた

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 29 年６月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28 年６月 21 日～平成 28 年 12 月 20 日） 

  

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

41,000 

百万円 

1,230 

百万円 

1,330 

百万円 

860 

円 銭 

121.97 

今回修正予想（Ｂ） 41,000 1,680 1,780 1,175 166.64 

増減額（Ｂ―Ａ） － 450 450 315  

増減率（％） － 36.6 33.8 36.6  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年６月期第２四半期） 
35,577 1,147 1,267 818 116.27 

 

 

（２）平成 29 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年６月 21 日～平成 29 年６月 20 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

86,000 

百万円 

2,860 

百万円 

3,070 

百万円 

2,020 

円 銭 

286.48 

今回修正予想（Ｂ） 86,000 3,310 3,520 2,335 331.15 

増減額（Ｂ―Ａ） － 450 450 315  

増減率（％） － 15.7 14.7 15.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 28 年６月期） 
73,495 2,655 2,883 1,901 269.93 
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（３）修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、消費者の節約志向は根強いものがあるものの、売上

高は概ね計画通りに推移しております。 

利益面につきましては、売上総利益率のコントロールや、本部集約による店舗作業の標準化・単純化が

功を奏したことで、販売費及び一般管理費の抑制ができ、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する

四半期純利益とも当初予想を上回る見込みであります。 

以上により、平成29年６月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を修正することといたしまし

た。 

 

２．配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成 28 年７月 22 日発表） 
15 円 00 銭 15 円 00 銭 30 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 20 円 00 銭 20 円 00 銭 40 円 00 銭 

当 期 実 績    

前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ６ 月 期 ） 
15 円 00 銭 15 円 00 銭 30 円 00 銭 

 

（２）修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要施策のひとつとして位置づけており、安定的かつ継続的

な配当の実施を基本方針として、業績を勘案しつつ利益還元に取り組むとともに、財務体質の強化と自

己資本利益率の向上に努めております。 

 上記の基本方針を踏まえ、今期の業績予想や財務状態等を総合的に勘案した結果、第２四半期末及び

期末配当予想をそれぞれ１株当たり 15 円 00 銭から５円増配し、20 円 00 銭とさせていただくことを決定

いたしました。 

 これにより、１株当たりの年間配当予想は、40 円 00 銭となる予定であります。 

 なお、期末配当につきましては、平成 29 年９月開催予定の第 27 期定時株主総会に付議する予定であ

ります。 

 

（注）上記の予想は、当社が発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

実績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


